
１. 弦をたたくハンマーの動きを調整し、それぞれの鍵盤
のタッチを均一にする　２. 劣化や消耗した部品を交換し、
きちんと修理を行えば 50 年以上は使い続けることができ
るという　３. 自宅兼工房に隣接する木造ドームでは、修
理したピアノの音の最終確認を行うほか、コンサートホー
ルとして地域住民が音楽を親しむ場となっている

世界３大メーカー、ベーゼンドルファー社製のグランドピアノを調律する伊藤正男さん

問い合わせ

仙台ピアノ工房

黒川郡大和町吉岡南 2-3-3
TEL　022-344-3277
https://sendai-piano.com/

　

鍵
盤
を
押
す
と
、
連
動
し
た
ハ
ン
マ
ー
が
金
属

弦
を
た
た
く
こ
と
で
美
し
い
音
を
奏
で
る
ピ
ア
ノ
。

そ
の
音
を
ベ
ス
ト
な
状
態
に
調
整
す
る
職
人
が
ピ

ア
ノ
調
律
師
で
あ
る
。

　

ピ
ア
ノ
は
、
設
置
さ
れ
る
環
境
や
時
間
経
過
と

と
も
に
音
に
狂
い
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
調
律
師
は
、

２
つ
の
鍵
盤
を
同
時
に
弾
き
、
音
を
聞
き
な
が
ら

「
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
」
を
使
っ
て
弦
の
張

り
を
調
整
。
こ
の
作
業
を
す
べ
て
の
鍵
盤
で
行
っ

て
、
本
来
の
音
に
戻
し
て
い
る
。

　
「
ピ
ア
ノ
の
調
律
で
は
、
自
分
の
耳
だ
け
が
頼

り
で
す
。
ピ
ア
ノ
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
音
を
聞

き
な
が
ら
感
性
を
磨
い
て
い
ま
す
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
大
和
町
に
ピ
ア
ノ
工
房
を
構

え
る
伊
藤
正
男
さ
ん
。
調
律
以
外
に
も
、
鍵
盤
の

弾
き
心
地
を
調
整
す
る
作
業
や
、
音
量
や
音
色
を

整
え
る
た
め
弦
を
た
た
く
ハ
ン
マ
ー
を
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
す
る
作
業
が
あ
る
と
い
う
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
音
楽
と
も
の
づ
く
り
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
伊
藤
さ
ん
。
弱
視
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
山
形
県
立
山
形
盲
学
校
の
高
等
部
で
ピ
ア
ノ

調
律
を
学
び
、
卒
業
後
に
ピ
ア
ノ
メ
ー
カ
ー
系
列

の
代
理
店
で
調
律
師
と
し
て
働
い
た
と
い
う
。

　
「
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
ピ
ア
ノ
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
修
理
に
も
っ
と
深
く
関
わ
り
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
世
界
的
に
有
名
な
ピ
ア
ノ

メ
ー
カ
ー
の
輸
入
代
理
店
に
転
職
し
ま
し
た
」

　

静
岡
県
内
の
代
理
店
で
14
年
間
、
ピ
ア
ノ
の
解

体
や
部
品
交
換
な
ど
の
技
術
を
一
通
り
身
に
付
け

た
伊
藤
さ
ん
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
東
北
で
仕
事
を

す
る
た
め
、
大
和
町
に
移
り
独
立
し
た
。

　
「
ピ
ア
ノ
は
長
く
使
う
ほ
ど
、
設
置
場
所
や
演

奏
者
に
な
じ
ん
で
い
き
ま
す
。
お
客
様
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
ピ
ア
ノ
を
預
か
り
、

本
来
の
音
を
引
き
出
す
こ
と
が
、
私
の
使
命
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」
と
静
か
に
語
っ
た
。　

ピ
ア
ノ
調
律
師
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技
の
肖
像

の
肖
像

1実技試験訓練の様子。２級水産練り製品製造技能士の加納健二さん（左）が、受検希望者にかまぼこの成形作業を指導
する　2「練り包丁」と呼ばれる道具を使って板かまぼこを成形する　3巻き簾（まきす）を使ってなるとを成形する　4原料
と製法にこだわった同社の笹かまぼこ　5「機械化が進む現在でも、職人が手作業で行う工程や製品があります」と話す生
産部次長の渡邉正広さん

■企業情報
所在地：仙台市青葉区中央 2-3-18
TEL	 022-222-6455	
FAX	022-222-1533	
泉工場：仙台市泉区明通 4-10
https://www.abekama.co.jp/

事業内容：蒲鉾の製造販売
技能士数：30 人（2018 年 2月現在）
技能職種：水産練り製品製造
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3

2

創業からの伝統技を継承する蒲鉾職人

株式会社阿部蒲鉾店
（仙台市）
1935 年創業の仙台名産笹かまぼこの
老舗。「笹かまぼこ」の名称は、同社
の創業者が、伊達家の家紋にちなん
で命名したものが後に一般化された。
吟味された上級のすり身を原料に、
伝統製法と高い加工技術で一つ一つ
丁寧に笹かまぼこを作っている

　

創
業
以
来
80
年
以
上
に
わ
た
り
、
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
株
式
会

社
阿
部
蒲
鉾
店
の
笹
か
ま
ぼ
こ
づ
く
り
の
技
。
そ
の
中
心
を
担
う
の
が
、

水
産
練
り
製
品
製
造
技
能
士
の
資
格
を
持
つ
職
人
た
ち
で
あ
る
。

　

技
能
士
た
ち
は
、
材
料
と
な
る
魚
の
す
り
身
の
仕
込
み
か
ら
成
形
、
焼

き
な
ど
の
工
程
に
お
い
て
、
す
り
身
の
魚
種
や
そ
の
日
の
温
度
・
湿
度
な

ど
を
考
慮
し
、
五
感
を
使
っ
て
作
業
の
時
間
や
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
し
て

い
る
と
い
う
。

　
「
と
に
か
く
私
た
ち
は
、
温
度
に
非
常
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
室
温

は
も
ち
ろ
ん
、
手
か
ら
伝
わ
る
体
温
に
よ
っ
て
す
り
身
が
温
ま
っ
て
し
ま

う
と
、
笹
か
ま
ぼ
こ
の
食
感
や
風
味
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
生

産
部
次
長
の
渡
邉
正
広
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　

同
社
で
は
、
年
に
１
回
行
わ
れ
る
技
能
検
定
受
検
希
望
者
を
対
象
に
、

実
技
試
験
の
訓
練
を
実
施
。
同
社
の
技
能
士
が
指
導
役
と
な
っ
て
「
板

か
ま
ぼ
こ
」
や
「
な
る
と
」
の
成
形
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

受
検
に
係
る
費
用
を
一
部
負
担
す
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
う
。

　

技
術
指
導
を
担
当
す
る
加
納
健
二
さ
ん
は
、「
私
も
、
先
輩
職
人
か
ら

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
毎
年
若
い
職
人
が
入
社
し
て
い
る
の

で
、
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
自
分
の
知
識
と
技
術
を
で

き
る
限
り
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
た
。

1

水産練り製品製造技能士
かまぼこ、ちくわ、はんぺんなど水産練り製
品製造に必要な知識や技能を持つことを証明
する国家資格を有する者を指す。

かまぼこ製品製造試験（実技試験）
水産練り製品製造技能検定の実技試験では、
生魚コースと冷凍すり身コースの２つから
選択し、かまぼこの成形作業などを行う作
業試験と、かまぼこ製品の品質判定などを
行う要素試験を受ける。

技能士MEMO

Report

育技能士を

てる。
宮城県内の企業には、優れた技術を持つ
多様な技能士が活躍する。宮城のものづ
くりを支える匠たちを、企業がどのように
育て、技を伝えているのかを紹介する。

泉工場
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